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市
民
憲
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一、

�
№
ﾌ
時
間
を
正
し
く

　
守
り
ま
し
．
“
う

　「
　公
　共
　の
し物
　を
フ　た

　い
　せ
　つ

一、

ｳ
養
を
高
め
ひ
ろ
く
人

　
材
を
育
て
ま
し
．
よ
う

つ

樹
き

ま

し

フ

　、

幣
極
進
取
つ

音
建
ヌL

冷
ζ
”

日索り＆《多さと㊥崎国体膚

、
“
～

市
民
の総

和
で

　
お
倉
ケ
浜
海
岸
に
新
春
の
陽
が
上
り
、
こ
と
し
の
え
と
〃
ひ
つ
じ
〃
の
姿
を
浮
彫

り
に
す
る
・
．
．
・
昭
和
五
十
四
年
の
幕
明
け
で
す
。

　
ひ
つ
じ
の
年
は
、
平
穏
の
中
に
も
飛
躍
す
る
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
経
済
不
況
が
つ
づ
く
の
で
は
…
…
と
心
配
さ
れ
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
中
で
、
私
た
ち
五
万
七
千
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
愛
す
る

町
〃
日
向
市
〃
の
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
の
り
こ
え
、
市
民
総
和
に
よ
る
〃
人
間
性
豊
か

な
町
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
〃
を
め
ざ
し
ま
し
よ
う
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ぎ
い

ま
す
。
こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
年
賀
状
を
出
し
忘

れ
た
り
、
出
さ
な
か
っ
た
の
に
相
手
か

ら
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
、
さ
ら
り
と

．
寒
中
見
舞
〃
の
は
が
き
を
出
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
、
寒
中
う
と
い

う
の
は
「
寒
の
う
ち
」
　
（
一
月
六
日
か

ら
二
月
四
日
）
を
い
い
ま
す
。
時
間
的

に
も
余
裕
が
．
あ
り
ま
す
の
で
、
服
喪
中

の
人
に
も
慰
め
の
し
気
待
ち
や
激
励
の
真

心
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

千人

（1月1日現在）

29人増

46人増

75人増

15増

男　27，182入

女　29，936人

計57，118人

世帯数

　　　16，605

●
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N
度
△
蕪
決
算
も
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
し
細
く
み
受
り
料
金
も
ア
ッ
プ

　
昭
和
五
十
三
年
第
八
回
日
向
市
議
会

（
定
例
会
）
は
、
十
二
月
四
日
に
招
集

さ
れ
、
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
十
八

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
は
、
報
告
一
件
、
議
案

十
八
件
、
認
定
六
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
き
れ
ま
し
た
。

　
報
告
は
専
決
処
分
の
承
認
（
昭
和
五

十
三
年
度
補
正
予
算
）
で
す
．
．
議
案
十

八
件
の
内
訳
は
、
人
事
案
件
が
一
件
、

条
例
の
新
設
三
件
、
条
例
の
一
部
改
正

が
六
件
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
二
件
と
特
別
会
計
予
算
五

件
、
事
件
決
議
が
一
件
で
し
た
。
認
定

六
件
は
、
昭
和
五
十
二
年
渡
の
一
般
会

12月定例議会

計
と
五
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
で
す
．

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
お
も

な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
▽
日
向
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
条

例
1
1
こ
の
条
例
は
新
し
く
制
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。
一
市
二
町
五
村
と
い
う
広

域
の
日
向
・
入
塾
視
聴
覚
教
育
協
議
会

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び

法
律
に
基
づ
い
て
教
育
機
関
と
し
て
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
正
式
に
設
置
。

日
向
市
の
視
聴
覚
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
や
、
日
向
・
入
郷
地
区
視
聴
覚
教

育
協
議
会
の
窓
口
と
し
て
、
こ
ん
ご
運

営
し
て
い
く
も
の
で
す
。
　
　
　
　
一

　
▽
日
向
市
の
議
会
議
員
及
び
長
の
選

挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置

に
関
す
る
条
例
U
公
職
選
挙
法
に
基
づ

い
て
、
市
議
会
議
員
と
市
長
の
選
挙
の

場
合
、
公
営
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
と

し
の
四
月
に
予
定
さ
れ
る
統
一
地
方
選

挙
で
は
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
市
議
会

議
員
の
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
が
、
　
一
定
し

た
掲
示
場
に
掲
示
き
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
▽
日
向
市
の
議
会
議
員
及
び
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

●

る
条
例
1
こ
の
条
例
も
、
公
職
選
挙
法

に
基
づ
く
も
の
で
、
市
議
会
議
員
と
市

長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
選
挙

か
ら
選
挙
公
報
を
発
行
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
条
例
で
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
に
し
（
1
1
も
の
で
す
。

　
▽
日
向
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
U
市
の
人
口
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
い
ま
五
万
七
千
人
を

こ
え
て
い
ま
す
が
、
消
防
職
員
は
現
在

の
人
員
で
は
、
防
災
・
救
急
業
務
な
ど

市
民
生
活
に
密
着
し
た
問
題
を
考
え
た

と
き
に
ど
う
し
て
も
無
理
が
あ
る
た

め
、
定
員
を
二
人
増
員
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
▽
日
向
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

10億円

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
“
こ
れ
は
、
し
尿
く
み
取
り
料
金
を

十
月
当
た
り
四
十
三
円
か
ら
四
十
九
円

に
改
定
す
る
も
の
で
す
。
い
ま
の
四
十

三
円
は
昭
和
五
十
一
年
に
改
定
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
こ
の
間
の
経
済
事
情
の

推
移
や
、
業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る

職
員
の
給
与
、
市
民
の
生
活
状
態
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
考
慮
し
、
今
回
、
十
三
・

九
五
響
の
引
き
上
げ
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

　
▽
日
向
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
一
上
水
道
の
区
域

の
明
確
化
と
条
文
の
整
理
、
水
道
事
業

に
関
す
る
証
明
手
数
料
を
七
十
円
か
ら

百
円
に
改
定
し
た
こ
と
な
ど
で
す
。

か
っ
て
な
い
大
型
補
正

学
校
・
公
園
・
市
道
な
ど
に

，
　
つ
ぎ
に
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
に

つ
い
て
お
も
な
も
の
を
説
明
し
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
額
は
十
億
五
千
六
百
五

十
九
万
九
千
円
4
、
、
か
っ
て
な
い
大
型

の
補
正
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
は
、
と

く
に
早
急
に
完
成
が
望
ま
れ
る
事
業
と

－
拶

歯窺

　
し
て
、
昨
年
の
六

　
月
、
九
月
議
会
で

　
債
務
負
担
行
為
と

郭
し
て
議
決
、
．
れ
た

工
財
光
寺
南
小
学
校

炊
新
築
妻
を
は
じ

楓
め
、
都
市
計
画
事

情
業
の
都
市
下
森

原
事
業
、
大
王
谷
公

言
園
事
業
・
お
倉
ケ

　
浜
地
区
公
園
事

　
業
、
中
原
橋
新
設

　
事
業
、
財
光
寺
仙

●
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ケ
崎
通
線
改
良
事
業
、
曽
根
土
地
区
画

整
理
事
業
の
い
ず
れ
も
が
、
国
会
に
お

い
て
国
の
補
正
予
算
と
し
て
五
十
三
年

度
に
予
算
化
さ
れ
た
た
め
、
日
向
市
の

予
算
も
債
務
負
担
行
為
か
ら
一
般
会
計

予
算
に
組
み
替
え
を
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
追
加
さ
れ
た
公
共
事
業

は
亀
崎
土
地
区
画
整
理
事
業
、
港
湾
建

設
事
業
負
担
金
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
単
独
事
業
と
し
て
は
、
県

単
農
道
整
備
事
業
で
、
新
た
に
小
工
手
、

小
原
、
山
口
、
年
の
神
、
池
田
原
、
巨

木
、
門
田
、
百
町
原
の
八
路
線
が
整
備

や
舗
装
を
行
う
こ
と
に
転
、
5
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
新
設
改
良
事
業
が
二
路
線
、

国
鉄
細
島
線
踏
切
工
事
、
日
知
屋
小
学

校
旧
校
舎
跡
地
の
整
備
、
財
光
寺
小
、

財
光
寺
南
小
の
給
食
搬
出
入
施
設
な
ど

も
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
事
業
の
補
正
額
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
　
（
増
額
分
の
み
）

　
▽
老
人
医
療
扶
助
一
八
百
五
十
三
万

五
千
円
　
▽
私
立
保
育
所
措
置
費
一
九

百
五
十
八
万
九
千
円
　
▽
米
の
山
不
燃

物
捨
て
場
え
ん
堤
工
事
・
」
二
百
五
十
万

円
▽
秋
留
地
区
ほ
場
整
備
事
業
1
1
三

百
三
十
二
万
三
千
円
　
▽
県
単
農
道
整

備
事
業
1
1
三
千
七
百
五
十
万
一
千
円

▽
臨
時
市
町
村
道
整
備
事
業
一
二
千
七

百
六
十
六
万
円
　
▽
辺
地
対
策
事
業
h

六
百
万
円
　
▽
細
島
線
踏
切
拡
幅
工
事

“
三
百
十
万
円
　
▽
曽
根
土
地
区
画
整

理
事
業
・
⊥
億
二
千
三
百
万
円
　
▽
亀

崎
土
地
区
画
整
理
事
業
一
六
千
万
円

▽
中
原
橋
新
設
事
業
1
1
一
億
三
千
五
百

万
円
　
▽
財
光
寺
仙
ケ
崎
通
線
改
良
事

業
1
1
五
千
万
円
　
▽
都
市
下
水
路
事
業

・
口
一
億
四
千
二
十
万
円
　
▽
大
王
谷
公

園
事
業
口
一
億
三
千
万
円
　
▽
お
倉
ケ

浜
地
区
公
園
事
業
“
九
千
五
百
万
円

▽
財
光
寺
南
小
分
立
に
伴
う
備
品
費
己

七
百
万
円
　
▽
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助

金
艮
八
百
五
十
六
万
円
　
▽
財
光
寺
南

小
学
校
建
設
事
業
・
⊥
億
三
千
六
百
四

十
一
万
九
千
円
　
▽
各
学
校
整
備
工
事

1
1
一
千
五
百
十
万
九
千
円
　
▽
災
害
復

旧
事
業
⊥
二
億
六
十
五
万
五
千
円

　
　
　
　
O
　
　
　
◇

　
十
二
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
十
一
丁
目
継
続
中
の
も
の

五
件
を
含
む
）
で
し
た
が
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

雛
採
択
さ
れ
た
も
の

・
日
知
屋
東
小
学
校
体
育
館
並
び
に
教

　
室
建
設
に
関
す
る
請
願

・
米
飯
給
食
導
入
に
関
す
る
陳
情

㌶
趣
旨
採
択
さ
れ
た
も
の

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
費
補

　
助
金
の
交
付
申
請
に
関
す
る
請
願

・
日
向
営
林
署
の
統
廃
合
に
反
対
し
、

　
存
続
に
関
す
る
請
願
書

目
継
続
審
議
と
な
っ
た
も
の

・
一
般
消
費
税
新
設
に
反
対
す
る
請
願

・
赤
岩
川
河
川
改
修
に
関
す
る
請
願

・
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
対
す
る
無
料

　
バ
ス
券
の
発
給
待
続
方
に
つ
い
て

・
公
立
保
育
所
増
設
に
関
す
る
請
願
書

・
細
島
商
港
振
興
整
備
計
画
の
資
料
作

　
成
に
つ
い
て

議
一
部
継
続
、
一
部
取
り
下
げ
た
も
の

・
大
型
店
の
進
出
規
制
等
に
つ
い
て

纏
取
り
下
げ
の
も
の

・
運
動
公
園
用
地
造
成
助
成
に
関
す
る

　
陳
情
書

，

4

げ
＼

．
　
§
等

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
つ
つ
し
ん
で
皆

様
が
た
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
よ
ろ
こ

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
経
済
情
勢
は
、
よ
う
や
く
安

定
成
長
へ
の
軌
道
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る

と
い
わ
れ
な
が
ら
も
国
の
内
外
の
諸
情

勢
は
依
然
と
し
て
き
び
し
く
、
と
く
に

繊
維
産
業
で
支
え
ら
れ
て
き
た
本
市
を

含
む
県
南
地
区
は
不
況
の
波
が
市
民
の

暮
し
に
直
接
影
響
し
、
市
民
生
活
も
大

変
な
圧
迫
の
中
で
の
明
け
暮
れ
に
終
始

隔

“
　
　
“

し
た
よ
う
で
こ
ぎ
い
ま
す
。

　
き
て
こ
う
し
た
中
で
迎
え
た
昭
和
五

十
四
年
…
。
わ
が
国
の
経
済
の
先
き
行

き
は
、
本
年
も
な
お
引
き
続
5
、
肉
置
な

面
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
の
財
政
の
ピ

ン
チ
が
地
方
財
政
の
危
機
に
一
段
と
拍

車
を
か
け
る
事
態
を
先
ず
予
想
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
．
、

　
こ
の
こ
と
は
単
に
本
市
ゼ
け
の
問
題

で
な
く
、
各
地
方
自
治
体
共
通
の
悩
み

で
も
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
そ
の
中
で
い

か
に
し
て
「
人
間
優
先
の
理
念
に
た
っ

た
行
政
の
運
営
を
図
り
、
市
民
の
期
待

に
こ
た
え
る
べ
き
か
」
を
考
え
る
と
強

い
焦
燥
感
を
お
ぼ
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
日
向
市
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

問
題
は
、
人
口
増
加
に
伴
う
都
市
基
盤

の
整
備
を
は
じ
め
、
教
育
、
産
業
の
振

興
、
福
祉
の
充
実
な
ど
緊
急
事
業
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
．
こ
の
問
題
を
実
現

す
る
に
は
、
も
ち
ろ
ん
財
源
の
有
無
が

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
き
ら
に

必
要
な
こ
と
は
〃
市
民
の
総
和
〃
で
あ

り
、
行
政
に
対
す
る
創
意
と
工
夫
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
前
進
的
な
ご
意
見

と
お
力
添
え
を
賜
わ
り
、
議
会
と
も
相

協
調
し
、
こ
の
難
局
打
開
へ
の
決
意
を

新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
あ
わ
せ

て
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
年
頭
の

ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

日
向
市
長
　
甲
斐
　
　
敦

●
9
　
　
0

新
　
春
　
の
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

如

、
∫

、
ゑ
・

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
み
な
さ
ま
と

と
も
に
日
向
市
の
限
り
な
き
発
展
を
お

祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
私
の
心
か
ら

の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
長
期
化
し
た
経
済
不
況
に

よ
り
市
民
生
活
は
極
度
の
圧
迫
を
受

け
、
地
方
財
政
は
深
刻
な
様
相
を
た
ど

る
中
で
暮
れ
ま
し
た
。

0

　
一
方
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
市
政
に

対
す
る
ご
要
望
は
、
ま
す
ま
す
増
大
し

て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
迎
え
た
昭

和
五
十
四
年
は
、
日
向
市
に
と
り
ま
し

て
も
極
め
て
重
要
な
年
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
市
民
を
代
表
す
る
議
会

人
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ま
の

ご
期
待
に
そ
う
べ
く
、
議
会
あ
げ
て
不

況
か
ら
の
脱
出
に
最
大
の
努
力
を
傾
注

し
な
が
ら
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
は
じ

め
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
や

次
代
を
担
う
青
少
年
の
教
育
等
々
、
山

積
す
る
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
執

行
機
関
と
緊
密
な
連
け
い
の
も
と
に
、

0

㊧
め

羅望

こ
れ
ら
問
題
の
解
決
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年

で
も
あ
り
、
こ
の
重
要
へ
、
5
年
を
契
機
と

し
て
、
私
た
ち
の
郷
土
が
一
層
の
発
展

を
み
る
よ
う
旧
年
に
も
増
し
て
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
健
康
で

明
る
く
豊
か
な
毎
日
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
年

頭
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

日
向
市
議
会
議
長

　
　
　
柏
　
田
　
利
　
彦
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所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
受
け
付
け
が
、
二
月
十

六
日
か
ら
始
ま
り
、
三
月
十
五
日
が
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
個
人
が
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
得

た
所
得
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
商
売
を
し
て
い
る
人
や
家
賃
、
地
代

の
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た
人

な
ど
で
所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控

聾
～

ノ　偽　
　
毒

　
　
馨
蜜
窒

糊獅幽隠唾翫

塵艶1病
2鍵
斎塩

野
　
ぐ
藍

2

月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

除
や
扶
養
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い

人
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
を
こ
え
る
人
や
、
給

与
の
年
収
額
が
一
千
万
円
を
こ
え
る
な

ど
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
所
得
の
計
算
の
し
か
た
や
申
告
書
の

書
き
か
た
な
ど
で
、
わ
か
ら
な
い
点
や

も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ

、
ウ
ま
し
た
ら
、
延
岡
税
務
署
（
勢
っ
九

お
す
す
め
し
ま
す

八
二
一
三
二
一
三
三
〇
一
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
き
い
。

　
税
務
署
で
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
、
い
つ
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

市
役
所
税
務
課
の
市
民
税
係
（
蟄
⑨
二

一
一
一
内
線
五
一
三
）
や
税
理
士
会
で

も
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
、

ど
し
ど
し
ご
利
用
く
ゼ
さ
い
。

有
利
な
青
色
申
告

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が

自
分
で
所
得
や
税
額
を
計

算
し
て
、
申
告
し
納
税
す

る
「
申
告
納
税
制
度
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
一
人
で
も

多
く
の
納
税
者
の
か
た
が

た
に
、
自
分
の
所
得
や
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
申

告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
毎
日
の
取
引

き
を
帳
簿
に
つ
け
、
そ
の

帳
簿
に
基
づ
い
’
、
正
確
に

所
得
税
を
申
告
す
る
か
た

は
、
所
得
や
税
額
の
計
算
な
ど
で
い
．
ろ

い
う
と
有
利
な
取
り
扱
い
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
が
「
青
色
申
告
制
度
」
“

す
。　

こ
の
制
度
は
不
動
産
所
得
、
事
業
所

得
、
山
林
所
得
の
あ
る
か
た
に
．
限
っ
て

利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
制
度
は
、
昭
和
二
十
五
年

に
設
け
ら
れ
、
こ
と
し
で
二
十
九
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
青
色
申
告

を
利
用
す
る
か
た
は
非
常
に
増
え
て
』
、
・

ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
青
色
申
告

を
す
る
と
、
単
に
税
金
の
面
で
有
利
に

な
る
ゼ
け
で
な
く
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
経
営
の
内
容
や
資
金
繰
り

の
状
況
な
ど
が
よ
く
わ
か
り
、
経
営
の

現か三　め知っ合
金た百までらこ理
出に万たしれと化
納つ円’よてがに
帳い以所うき一も
一て下得Dた般役
回はのが　たに立

くなります

き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
そ
の
原

因
の
一
つ
で
す
。

　
つ
ぎ
の
グ
ラ
フ

は
、
青
色
申
告
の

特
典
を
受
け
る
前

の
所
得
が
三
百
万

円
で
、
グ
ラ
フ
の

鴫ぐ

ﾂ
色
皇
口
紅
、
安はこのくらい

（所得300万円の場合）

…置旧

鯛
「
l
－

聾

÷
蒲に

白色申告の人

青色申告の人

二一P

魁
下
月
齢
日
金

’
の
場
合
と
比
べ
た
税

も
の
で
す
。
お
わ
か
り
の
よ
う
に
「
青

・
色
申
告
」
の
場
台
に
は
、
合
計
で
十
二

万
三
千
九
百
円
も
安
く
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
よ
う
と

思
わ
れ
る
か
た
は
、
三
月
十
五
日
ま
で

　
に
「
青
色
申
告
承
認
申
泊
書
」
を
延
岡

税
務
署
ま
た
は
日
向
商
工
会
議
所
青
色

申
告
会
へ
お
出
し
く
ゼ
き
い
。

還
付
申
告
は

早
目
に

疏
髭

　　

@　
@　

u

□
□
　
．

謂稀

き

合税業事税民住

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
な
ど
で
、
確

定
申
告
を
し
な
い
で
よ
い
か
た
で
も
、

災
害
を
受
け
た
り
、
多
額
の
医
療
費
を

支
払
一
ノ
た
り
、
住
宅
を
新
築
し
た
場
含

な
ど
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
れ
ば
雑

税得所

損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
す
で
に
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
税
金
が
返
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど
も
、
確

定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
も
ど
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
申
告
に
は
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
が
必
要
で
す
の
で
早
目
に
準
備
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
還
付
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日

以
前
で
も
受
け
聞
け
て
い
ま
す
の
で
、

窓
口
が
混
雑
し
な
い
う
ち
に
早
く
申
告

を
し
、
早
く
還
付
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
．
．

●

O
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特
例
の
あ
る
贈
与
税

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
六
十
万
円
を
こ
え
る
と
き
は
、

税
務
署
に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
贈
与
税
」
と
い
う
の
は
、
人
か
ら

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金

で
す
が
、
ご
主
人
名
義
の
土
地
を
奥
さ

ん
や
、
子
ど
も
さ
ん
名
義
に
か
え
た
場

合
・
．
与
ど
も
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
結
婚
し
て
二
十
年
以
上

に
な
る
夫
婦
が
、
そ
の
配
偶
者
に
居
住

用
資
金
、
ま
た
は
居
住
用
資
金
を
取
得

す
る
た
め
の
現
金
な
ど
を
贈
与
し
た
場

合
に
は
、
一
千
万
円
の
「
配
偶
者
控
除
」

と
六
十
万
円
の
「
基
礎
控
除
」
と
を
合

わ
せ
て
一
千
六
十
万
円
ま
で
、
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
特
例
を
受
け
る

た
め
に
は
、
贈
与
を
受
け
た
土
地
、
家

屋
の
登
記
簿
謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付

し
た
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

書
き
か
た
説
明
会
は

二
月
二
十
一
日

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
確

定
申
告
書
の
書
き
か
た
、
贈
与
税
や
譲

　
　
旨
承
前
・
3
：
－
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
京
都
の
重
要
な
産
業
と
な
つ

　
　
近
世
日
本
に
お
け
る
建
築
文
化
の
粋
　
て
い
る
染
色
業
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
の

　
は
、
何
と
い
っ
て
も
天
守
閣
に
象
徴
さ
　
中
期
に
友
禅
染
と
し
て
開
花
す
る
の
で

　
れ
る
城
郭
の
建
設
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
　
す
が
、
こ
の
染
色
業
を
は
じ
め
た
の
も
、

　
城
郭
建
築
の
土
台
と
な
る
石
垣
づ
く
り
　
室
町
時
代
に
、
京
都
の
鴨
川
の
ほ
と
り

　
は
、
中
世
、
河
原
者
と
呼
ば
れ
た
被
差
　
に
住
み
つ
い
た
人
び
と
で
す
。

　
別
民
の
技
術
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
　
　
ま
た
、
日
本
の
伝
統
芸
能
と
し
て
、

　
い
わ
れ
ま
す
。
武
具
や
馬
具
と

り
し
て
必
要
な
皮
つ
く
客
こ
れ
　
同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
⑧

ら
疎
外
者
の
仕
事
で
し
た
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一

・
た
、
日
本
美
術
史
上
に
重
要
な

’
地
位
を
持
つ
庭
園
も
ま
た
河
原
者
の
つ
　
歌
舞
伎
と
な
ら
ぶ
能
楽
が
あ
り
ま
す
。

、
く
り
あ
げ
た
も
の
で
し
た
。
有
名
な
銀
　
能
楽
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
猿
楽
は
、
室

”
閣
寺
の
庭
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
た
の
　
町
時
代
の
は
じ
め
、
将
軍
義
満
の
こ
ろ

一
は
、
河
原
者
の
善
阿
弥
と
そ
の
子
次
郎
　
か
ら
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
、
芸
能
と
し

8
三
郎
、
孫
の
又
四
郎
で
し
た
。
竜
安
寺
　
て
の
体
形
を
整
え
ま
す
が
、
そ
の
大
成

一
の
石
庭
も
お
そ
ら
く
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
　
者
で
あ
る
大
和
猿
楽
の
世
阿
弥
は
、
睡

響　
の
作
品
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
　
視
さ
れ
た
身
分
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の

渡
所
得
の
計
算
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
こ
う
い
っ
た
人
た
ち

の
た
め
に
「
書
き
か
た
説
明
会
」
を
つ

市
県
民
税

ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を

利
用
さ
れ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
目
二
月
二
十
一
日
　
午
後
一
時

7
場
所
一
青
少
年
ホ
ー
ム
ニ
階

申
告
相
談
は
2
月
1
5
日
か
ら

　
市
税
務
課
が
行
う
〃
市
県
民
税
の
申

告
相
談
〃
は
、
こ
と
し
も
二
月
十
五
日

か
ら
地
区
公
民
館
ご
と
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
に
お
い
で
に
な
る
と
き
に
は
、

印
鑑
、
家
族
の
氏
名
や
生
年
月
日
の
わ

か
る
も
の
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
納
付
証
明
書
（
領
収
書
）
、
医
康

こ
ろ
猿
楽
は
「
乞
食
の
所
行
」
と
し
て
｝

嘲
け
ら
れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
猿
楽
｝

の
み
壕
ら
ず
、
千
秋
万
歳
、
曲
舞
、
放
…

下
な
ど
の
雑
芸
能
も
、
彼
ら
の
世
界
か
…

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
十
五
世
紀
の
後
半
、
応
仁
の
乱
を
さ
㎝

か
い
に
、
世
は
戦
国
時
代
に
な
り
ま
す
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
が
、
こ
の
時
代
に
、
日
本
の
社
燭

　
　
　
会
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
一

　
　
　
す
。
と
く
に
こ
の
時
代
、
そ
れ
層

　　

@
ま
嚢
民
・
し
て
差
別
さ
れ
、
㎜

蔑
視
さ
れ
て
き
た
人
び
と
は
、
し
だ
い
眉

に
そ
の
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
、
社
…

会
の
隷
属
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
き
一

ま
ず
。
つ
ま
り
戦
国
時
代
と
い
う
、
き
｛

わ
め
て
混
乱
し
た
社
会
背
景
の
な
か
で
…

い
ろ
ん
な
形
で
の
実
力
者
が
台
頭
す
る
一

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
…

費
や
生
命
保
険
料
の
領
収
証
明
書
や
必

要
経
費
の
算
定
に
必
要
な
領
収
書
と

関
係
書
類
、
所
得
の
計
算
上
必
要
な
帳

簿
な
ど
ご
待
旧
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
相
談
日
の
三
日
前
ぐ
ら

い
に
届
く
よ
う
に
送
付
し
ま
す
。
も
し

届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各

支
所
か
税
務
課
へ
お
申
し
重
く
だ
さ

い
。
な
お
、
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
の
で
近
く
の
公
民
館
へ
お
い
で
く
だ

き
い
。
（
　
）
内
は
公
民
館
で
の
相
談
時

間
で
す
が
、
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
早
目
に
お
い
で
く
だ
き
い
。

▽
二
月
十
五
日
一
飯
谷
、
余
瀬
公
民
館

（
九
時
半
～
正
午
）
、
幸
脇
、
田
の
原

公
民
館
（
十
三
時
～
十
六
時
）

▽
二
月
十
六
日
目
一
高
松
、
石
並
公
民
館

郵
便
投
票
制
度

更
新
手
続
き
が
必
要

　
昭
和
四
十
九
年
に
創
設
さ
れ
た
〃
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
〃
を
利
用

し
て
投
票
す
る
場
合
は
、
事
前
に
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間

は
、
交
付
の
日
か
ら
四
年
問
と
な
っ
て

（
九
時
半
～
十
六
時
）

▽
二
月
十
九
日
－
一
・
遠
見
、
籾
木
公
民
館

（
九
時
半
～
正
午
）
、
鵜
毛
、
南
日
向
公

民
館
（
十
三
時
～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
日
－
．
庄
手
、
美
砂
公
民
館

（
九
時
半
～
正
午
）
、
梶
木
、
秋
留
公
民

館
（
十
三
時
～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
一
日
一
奥
野
公
民
館
（
九

時
半
～
正
午
）
、
塩
見
集
会
場
（
九
時
半

～
十
六
時
）
、
永
田
公
民
館
（
十
三
時

～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
二
日
障
鳥
の
巣
、
本
谷
公

民
館
（
九
時
半
～
正
午
）
、
西
川
内
、

比
良
公
民
館
（
十
三
時
～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
三
日
一
、
市
役
所
税
務
課
内

（
九
時
半
～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
六
日
1
畑
浦
、
北
町
公
民

館
（
九
時
半
～
正
午
）
、
櫛
の
山
団
地
集

会
場
（
十
三
時
～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
七
日
一
往
還
公
民
館
（
九

時
半
～
十
六
時
）

▽
二
月
二
十
八
日
一
切
島
山
公
民
館

（
九
時
半
～
十
六
時
）

　
三
月
以
降
の
日
程
は
二
月
号
の
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
一
月
か
ら
四
月

二
十
二
日
ま
で
に
交
付
を
受
け
た
か
た

は
、
春
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
の

際
に
新
し
い
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は
早
目
に

選
挙
管
理
委
員
会
で
更
新
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
（
籔
②
二
一
二
内
線
五

七
一
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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£
ず
毒
ぜ
者
妻
愉
薪

⑱

幽．

ﾞ

一 第1日曜は道路愛護デー

している役割りを理解し、安全で快適な道

保ち、道路愛護思想の普及を図ろう　　と

から設置された気道路愛護デーミ侮月第

曜日）の1月7日、市内でも日向地区建設

協会の安全対策委員会のかたたちが奉仕作

業を行いました。ことしはみやざき国体の

　年でもありますが、私たちの共有財産で

　　ある道路を正しく使い、道路を愛する

　　　心を育て美しく住みよいまちをつく

　　　　りましよう。　　　　　　　　轡

元市親子会の

　　　どんど焼き

道路の果た

　路環境を

　　ことし

　　　1日

　　　　業

　
〃
ガ
ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
ル
と
声
援
を
受
け
な
が
ら

〃
ロ
ー
プ
渡
り
〃
の
訓
練
に
挑
む
カ
ブ
・
ス
カ
ウ
ト
た
ち
。

一
月
十
四
日
、
櫛
の
山
公
園
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
初
訓
練
の
よ
う
す
で
す
。
こ
の
日
は
、
日
向
第
一
～
第
四
団
、

東
旧
三
二
、
三
子
の
団
員
た
ち
約
五
十
人
が
参
加
。
タ
ー
ザ
ン
、

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
ま
じ
え
た
〃
初
訓
練
”
に
み
ん

な
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
お

　　

@　

n

　
　
　
　
酉

　
　
　
妻
O
B

ヒ
穫

昭和54年1月号

ボーイスカウト

　　　　初訓練

㊧
健康と幸福を願って

市
内
平
岩
の
元
市
親
子
会
（
児
玉
利
香
会
長
）
の
ど
ん
ど
焼
き
は
、
一
月

　
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
金
ケ
浜
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
．
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
家
庭
か
ら
、
古
い
お
ふ
ゼ
や
し
め
か
ざ
り
な
ど
を
、
高
き
四
層
の
青

　
　
　
竹
と
わ
ら
で
作
っ
た
〃
ど
ん
ど
小
屋
〃
に
納
め
、
児
玉
裕
美
さ
ん

　
　
　
　
（
平
岩
小
六
年
）
が
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
一
、
」
と
願

　
　
　
　
　
い
を
こ
め
た
あ
と
、
火
を
つ
け
ま
し
た
。
ど
ん
ど
小
屋
は
パ

　
　
　
　
　
　
ー
ン
、
バ
ー
ン
と
天
に
ま
で
と
ど
く
よ
う
な
音
を
た
て
て

∫

燃
え
あ
が
り
ま
し
た
。

新春の恒例行事となったミ初泳ぎ　　　　　「

大会〃は1月1日金ケ浜で行われま

した。ことしで6回目を迎えたこの大

会には、県内はもとより大分県からも参

加。最高齢者の平沢武さん（65歳）、最年

少の黒木慎一郎君（7歳）など25人が準備体

操のあと水しぶきをあげて海に入り20分間泳い

で、ことしの健康と幸福を祈願しました。一

“

欝

は
し
か
の
予
防
接
種

　
市
は
、
昨
年
十
月
か
ら
市
医
師
会
の

協
力
を
得
て
「
麻
し
ん
へ
は
し
か
）
」

の
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

と
し
も
引
き
続
き
年
間
を
通
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
七

月
、
八
月
は
除
玉
、
・
ま
す
，

▽
該
当
児
目
生
後
十
八
ヵ
月
～
三
十
六

ヵ
月
ま
で
の
幼
児

▽
料
金
守
個
人
負
担
は
五
百
円
（
一
入

三
千
八
百
円
で
す
が
、
三
千
三
百
円
は

市
が
負
担
し
ま
す
）

▽
接
種
医
療
機
関
（
　
）
内
は
該
当
地
区

◇
佐
藤
医
院
（
上
町
、
春
原
、
西
草
場
、

本
谷
、
西
川
内
）

◇
山
口
医
院
（
都
町
、
北
町
二
、
中
央
）

◇
山
中
医
院
（
本
町
、
中
町
、
南
町
、

高
砂
町
、
旭
通
り
）

◇
大
平
医
院
（
日
向
台
、
北
町
一
、
花

ケ
丘
、
庄
手
、
大
王
谷
、
梶
木
、
大
王
町
）

◇
和
田
病
院
（
塩
見
全
区
、
広
見
、
中

原
、
高
見
橋
通
り
、
千
束
口
）

◇
児
玉
医
院
（
上
原
町
、
下
原
町
）

◇
松
岡
医
院
ス
鶴
町
、
亀
崎
東
、
亀
崎

中
、
向
江
町
）

　
　
　
　
　
　
　
し

◇
田
中
医
院
（
江
良
、
永
江
、
公
園
通
り
）

◇
浦
上
医
院
（
堀
一
方
）

◇
吉
森
医
院
（
曽
根
、
畑
浦
）

◇
士
［
田
医
院
（
山
下
、
比
良
、
川
路
、

往
還
、
長
江
）

◇
今
給
黎
医
院
（
松
原
、
切
島
山
一
、

切
島
山
二
、
大
谷
尻
）

◇
黒
木
医
院
、
渡
辺
病
院
、
三
投
病
院

は
全
区
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

O
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リ
ー
ズ

シ

ね

（13）

　
昨
年
に
引
き
続
き
．
年
金
シ
リ
ー
ズ
”

を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
年
金

の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
の
で
、

今
回
か
ら
は
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ

と
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
「
問
答
形
式
」

の
方
法
で
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
〔
問
〕

　
こ
と
し
成
人
式
を
迎
え
た
男
子
で

す
。
個
人
商
店
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、

先
日
、
友
人
に
「
国
民
年
金
に
加
入
し

た
ね
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
年
金
が

ど
う
い
う
も
の
か
わ
か
ら
ず
ま
だ
加
入

し
て
い
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
と
は
ど
ん

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

　
〔
答
〕

　
国
民
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
（
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
）

が
あ
ら
か
じ
め
保
険
料
を
納
め
て
積
み

立
て
て
お
き
、
老
齢
者
や
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
、
ま
た
は
死
亡
し
た
よ
う
な

と
き
に
、
そ
の
積
立
金
を
国
が
負
担
す

る
国
庫
負
担
金
で
年
金
給
付
を
行
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
年
金
制
度
に
は
、
　
一
般
に
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
対
象
に
し
た
厚
生
年
金
保
険
、

船
員
を
対
象
に
し
た
船
員
保
険
、
公
務

員
な
ど
を
対
象
に
し
た
各
種
共
済
組
合

そ
し
て
国
民
年
金
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
国
が
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
．
公
的
年
金
〃
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
い
ま
「
国
民
皆
年
金
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
国
民
が
こ

れ
ら
の
年
金
制
度
か
ら
保
障
が
得
ら
れ

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
で
も
、
一
般
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い

わ
れ
る
人
た
ち
や
、
公
務
員
、
学
校
の

先
生
な
ど
は
、
そ
の
勤
め
先
の
会
社
や

役
所
な
ど
で
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金
の

加
入
手
続
き
が
で
き
、
保
険
料
も
給
料

か
ら
差
引
か
れ
ま
す
が
、
農
業
を
し
て

い
る
人
や
商
工
業
の
人
、
あ
る
い
は
自

営
業
の
人
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
勤
め
先

の
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
た
ち
を
対

象
に
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係
が
窓
口

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
「
国
民
皆
年
金
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
は
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
国
民
は
す
べ
て
他
の
公
的
年
金
制

度
か
ら
の
保
障
が
な
い
か
ぎ
り
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
に
定
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
あ
な
た
も
当
然
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
す

ぐ
に
市
役
所
の
窓
口
で
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
済
ま
せ
、
国
民
年
金
制
度

で
保
障
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

8＝堀一方区＝

3月に雑草の除去

　
自
知
屋
堀
一
方
区

（
山
本
善
一
区
長
）
は

一
月
七
日
の
班
長
会

で
、
同
区
内
の
空
地

な
ど
の
雑
草
除
去
作

業
を
、
三
月
中
に
行

う
こ
と
に
き
め
、
市

内
に
往
ん
で
い
る
同

地
区
内
土
地
所
有
者

に
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
堀
一
方
区
が
区
画
整
理
事

業
地
区
で
、
雑
草
が
茂
っ
て
い
る
と
美

観
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
や
、
衛
生
害

虫
な
ど
の
越
冬
の
巣
と
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
シ
ー
ズ
ン
に

発
生
す
る
火
災
の
要
因
と
な
る
こ
と
も

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
ら
れ
る
：
－
．
と
い

う
こ
と
で
、
作
業
実
施
に
な
っ
た
も
の

で
す
。写

最
近
は
、
堀
一
方
地
区
に
限
ら
ず
市

内
0
あ
ち
こ
ち
の
空
地
で
雑
草
が
茂
っ

て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
堀
一
方
区
の
み
な
さ
ん
を
手
本
に
し

て
、
み
ん
な
で
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く

り
ま
し
よ
う
。

？
一
　
　
　
　
．
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ε
・
、

一

今
秋
に

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
旧
本
の
ふ
る
き
と
宮
崎
国
体
（
秋
季

大
会
）
終
了
直
後
の
十
月
二
十
七
日
、

二
＋
八
日
の
一
百
間
、
第
＋
五
回
全
国

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
県
総
合

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
の
か
た

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
機
能
回
復

を
は
か
り
、
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

ス
ポ
ー
ツ
で
体
力
づ
く
り
を

　
市
教
育
委
員
会
の
保
健
体
育
課
は
、

二
月
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
体
力
つ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

賢
・
・
マ
マ
き
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

．
日
時
　
二
月
十
八
日
　
午
前
八
時
半

・
会
場
　
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

～
一

輪，町，川F11川、欄覧蝋1悼麟

白ばらクイズ（25）

　
〔
問
題
〕

　
こ
と
し
は
四
月
に
、
宮
崎
県
○
事
と

宮
崎
○
議
会
議
員
選
挙
の
ほ
か
、
日
向

○
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
右
の
○
に
は
ど
ん
な
文
字
が
あ
て
は

ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が
き
に
書

い
て
、
本
町
十
番
五
号
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
あ
て
二
月
十
日
ま
で
に
お
出
し

　
ぐ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
む

ノ
、
だ
山
ご
し

　
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
三

自
分
自
身
の
力
で
強
く
生
き
て
い
く
自

信
と
希
望
を
も
つ
て
も
ら
う
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う

に
祀
録
を
競
っ
た
り
、
勝
敗
を
争
っ
た

り
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
大
会

を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
社
会
福

祈
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
福
祉
の
向

上
を
め
ぎ
す
こ
と
が
大
き
な
目
的
と
き

れ
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
国
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ

の
大
会
の
成
功
に
む
け
て
私
た
ち
み
ん

な
の
力
を
結
集
し
ま
し
よ
う
。

　
・
対
象
者
　
市
内
に
住
む
家
庭
婦
人
で

　
　
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

　
・
申
し
込
み
方
法
　
二
月
十
三
日
ま
で

　
　
に
保
健
体
育
課
へ

　
・
婦
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
－
．

　
・
日
時
　
二
月
二
十
五
日
　
午
前
八
時

　
　
三
十
分

　
・
会
場
　
富
高
小
学
校
周
辺

　
・
対
象
者
　
市
内
に
住
む
家
庭
婦
人
で

　
　
あ
る
こ
と

　
・
申
し
込
み
方
法
　
当
日
ま
で
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

人
の
か
た
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
拠

す
。
な
お
、
は
が
き
に
は
住
所
、
氏
名
、
如

年
齢
、
電
話
が
あ
れ
ば
電
話
番
号
を
は
鼻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
き
り
記
入
し
て
く
だ
き
い
。
　
　
　
　
“

　
先
月
号
は
「
挙
」
　
「
候
」
　
「
選
」
が
か

正
蟹
応
募
二
＋
二
通
・
正
解
二
＋
二
｝

通
で
し
た
の
で
・
つ
ぎ
の
か
た
に
記
念
｝

品
を
・
し
あ
げ
ま
需
　
　
へ

〔
－
塩
月
貫
次
（
細
島
七
七
∩
）
）
　
4
8
歳
　

〔
・
一
黒
木
敏
子
（
江
良
町
三
丁
目
）
3
5
歳
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

G
田
中
君
子
（
永
江
町
二
丁
目
）
6
5
歳
｝
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建
設
業
者
の
か
た
へ

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
以
降
、
日
向
市

が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
指

名
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
つ
ぎ
の
期

間
内
に
指
名
競
争
入
札
参
加
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
1
1
二
月
一
日
か
ら
二
月
二

十
八
日
ま
で

▽
受
付
場
所
1
1
市
建
設
課
管
理
係

　
な
お
、
申
請
書
様
式
な
ど
に
つ
い
て

は
、
日
向
地
区
建
設
業
協
会
ま
た
は
建

設
課
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
日
午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
自
　
動
　
化

　
一
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、
南

郷
村
（
神
門
郵
便
局
）
の
電
話
が
自
動

化
さ
れ
ま
す
。

　
市
外
局
番
、
市
内
局
番
、
電
話
番
号

の
順
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
外
番
号
が
日
向
市
と
同
じ
で
す
が

〇
九
八
二
五
－
九
1
×
×
×
X
と
十
回

ダ
イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
電

話
の
番
号
は
す
べ
て
変
わ
り
、
四
ケ
タ

の
新
し
い
番
号
と
な
り
ま
す
。
地
域
集

団
電
話
（
四
×
×
×
、
五
×
×
×
、
六

×
×
×
）
の
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

〇
九
八
二
五
－
九
－
六
×
×
×
の
よ
う

に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
日
向
電
報
電
話
局
）

内
職
相
談
は
月
・
火
・
木

　
内
職
セ
ン
タ
ー
は
、
内
職
を
し
た
い

人
、
依
頼
し
た
い
人
の
相
談
と
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
毎
週
月
・
木
曜
日
ほ
内
職
セ
ン
タ
ー

▽
毎
週
火
曜
日
1
1
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
お
と
し
よ
り
を
対
象
に
。

　
ま
た
、
手
編
み
を
し
た
い
け
ど
自
信

が
な
い
と
い
う
か
た
を
対
象
に
、
か
ぎ

針
編
の
技
術
講
習
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
二
月
六
日
目
七
日
、
十
四
日
、

二
十
一
日
、
二
十
八
日
、
午
前
十
時
か
ら

▽
受
講
料
1
1
無
料

▽
会
場
“
内
職
セ
ン
タ
ー
（
本
町
鴎
麗

②
一
三
四
五
）
早
目
に
内
職
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
栄
養
学
級
の

受
講
生
を
募
集

　
日
向
保
健
所
は
、
保
健
栄
養
学
級
生

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
基
礎
保
健
栄
養
学
級
（
栄
養
、
調
理
、

食
品
に
対
す
る
基
礎
的
な
こ
と
）
、
募

集
人
員
は
六
十
人

▽
成
人
病
学
級
（
成
人
病
を
予
防
す
る

た
め
の
食
事
に
つ
い
て
）
、
募
集
人
員

は
基
礎
保
健
栄
養
学
級
修
了
者
を
対
象

に
一
二
十
人

▽
募
集
期
間
一
二
月
一
日
か
ら
三
月
末

日
ま
で

▽
開
講
日
時
U
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
間
に
六
回
、
午
前
九
時
半
か
ら

▽
経
費
鴇
実
習
材
料
費
と
し
て
年
間
千

五
百
円
程
度
と
テ
キ
ス
ト
代
四
百
円

▽
申
し
込
み
方
法
“
日
向
保
健
所
（
春

原
町
一
丁
目
四
七
、
麓
②
五
一
〇
一
）

へ
直
接
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
言
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

住
宅
生
協
の
分
譲
住
宅

　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
受
付
中

　
日
向
住
宅
生
協
で
は
五
十
三
年
度
政

府
融
資
に
よ
る
分
譲
住
宅
を
つ
ぎ
の
．
と

お
り
建
設
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
2

　
希
望
者
は
申
し
込
み
順
に
受
け
付
け

ま
す
。

▽
団
地
名

・
鶴
の
内
第
一
団
地
（
富
田
）
1
1
戸

・
五
十
鈴
第
二
団
地
（
門
川
町
）
2
0
戸

▽
構
造
“
木
造
平
家
建
、
木
造
二
階
建

▽
面
積

・
土
地
1
1
六
十
五
坪
～
百
十
三
坪

・
住
宅
1
1
約
二
十
四
坪
～
三
十
二
坪

▽
年
金
融
資
額
（
一
戸
当
り
）

・
鶴
の
内
第
一
団
地
　
六
百
九
十
五
万

円
、
五
十
鈴
第
二
団
地
　
六
百
五
十
九

万
円
（
金
利
五
・
〇
五
響
、
二
十
五
年

の
元
利
均
等
償
還
）

▽
申
し
込
み
と
問
合
わ
せ

　
高
砂
町
一
一
五
番
地
、
日
向
住
宅
生

活
協
同
組
合
（
憲
②
五
三
四
八
）

老
人
医
療
費
の

　
　
　
支
給
申
請
を

　
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
末
満
の
お
と

し
よ
り
で
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害

年
金
、
障
害
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
三

級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
侍
っ
て

い
る
人
、
厚
生
年
金
保
険
法
年
金
貯
法

に
よ
る
障
害
年
金
二
級
、
二
級
）
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
老
人
医
療
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
た
（
代

理
人
で
も
け
っ
こ
う
）
は
、
印
鑑
、
保

険
証
、
身
障
手
帳
、
国
民
年
金
証
書
な

O

ど
を
持
参
の
う
え
福
祉
事
務
所
ま
で
お

’
こ
し
く
だ
き
い
。
お
問
合
わ
せ
は
同
事

務
所
老
人
福
祉
係
（
蟹
③
二
一
一
一
内

線
七
一
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

繕
鑑
…
認
…
…
…
騰
…
鮮

　
　
　
　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
祉
事

業
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

▽
松
浦
君
子
（
西
草
場
）
▽
日
向
工
業

高
校
工
業
化
学
科
一
年
差
天
野
多
喜
子

（
金
ケ
浜
）
▽
西
野
ナ
ツ
子
（
曲
日
根
）

▽
炉
ば
た
焼
八
幡
（
上
町
）
▽
田
村
ア

サ
エ
（
中
原
）
▽
金
丸
藤
美
（
山
下
）

▽
是
沢
勝
義
（
伊
勢
）
▽
御
手
洗
新
四

郎
（
清
正
）
▽
黒
木
巌
（
畑
浦
）
▽
橋

口
彦
助
（
宮
ノ
下
）
▽
飛
永
春
子
（
宮

の
上
）
▽
黒
木
静
馬
（
飯
谷
）
▽
黒
木

綾
子
（
原
町
）
▽
古
川
鶴
吉
（
往
還
）

▽
里
…
木
妙
子
（
比
良
）
▽
川
野
栄
（
籾

木
）
▽
長
尾
十
郎
（
切
島
山
二
）
▽
匿

名
希
望
（
一
人
V

　
　
　
　
　
以
上
十
二
月
分
で
し
た
。

＝

’
匪

　
　
　
1
1
二
月
中
1
1

　
2
月
4
日

・
和
田
病
院
（
繊
②
二
〇
四
五
）

・
滝
井
医
院
（
霧
②
二
四
〇
九
）

・
大
平
医
院
（
塞
②
三
三
三
七
）

　
2
月
1
1
日
〔
建
国
記
念
の
日
〕

・
三
股
病
院
（
竃
⑧
○
〇
三
四
）

・
今
給
黎
医
院
（
塞
④
二
四
五
九
）

・
東
　
医
院
（
竃
門
川
③
二
八
○
○
）

　
2
月
1
2
日

・
樋
口
病
院
（
麓
門
川
◎
一
〇
三
六
）

・
稲
原
医
院
，
（
竃
②
二
二
〇
九
）

・
吉
田
医
院
（
麗
④
四
四
〇
一
）

　
2
月
1
8
日

・
千
代
田
病
院
（
華
②
七
一
一
一
）

・
柳
田
医
院
（
署
②
二
九
五
〇
）

・
田
中
病
院
（
釜
門
川
③
一
四
四
六
）

　
2
月
2
5
日

・
二
木
医
院
（
筆
④
四
四
六
八
）

・
吉
森
医
院
（
罫
②
四
〇
四
六
）

。
協
和
病
院
（
豊
④
二
八
〇
六
）

●

㌣
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